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　本会議で議員から提出された意見書案14件のうち12件を
原案どおり可決し、関係機関へ送付しました。

 原案可決
◦�食料の自給力向上と、食の安全・安心の回復に向けて食品表
示制度の抜本改正を求める意見書

◦�教員免許更新制の存続を求める意見書
◦�国家公務員制度に準じた地方公務員制度の改革を求める意見
書

◦�新成長戦略に関する早期の工程表の作成及び今後政策を推進
するうえでの財政展望の明示を求める意見書

◦生産性の高い競争力に富んだ農家の育成を求める意見書
◦幼児教育の無償化と保育サービスの充実を求める意見書
◦政治資金規正法の制裁強化を求める意見書
◦介護保険制度の抜本的な基盤整備を求める意見書
◦子ども読書活動を推進するための予算確保を求める意見書
◦子ども手当の全額国庫負担を求める意見書
◦子宮頸がん予防ワクチンの公費助成を求める意見書
◦�「慰安婦」問題について政府の誠実な対応を求める意見書

 否　　決
◦永住外国人に対する地方参政権付与に反対する意見書
◦教育再生・教育の正常化の徹底を求める意見書

　

 継続審査
◦所得税法第56条の廃止を求める請願
　請願者：長岡京市友岡
　　　　　京都府乙訓向日民主商工会
　　　　　代表　小倉　忠男
　　　　　向日市寺戸町西野辺
　　　　　京健労乙訓支部
　　　　　代表　松村　善一
 不採択
◦�憲法・児童福祉法にもとづき、国と自治体の責任で保育行政
の拡充を求める請願

　請願者：向日市寺戸町笹屋
　　　　　向日市保育をよりよくする会
　　　　　代表　尾﨑　泰代
　　　　　請願者以外の署名者7398人（うち追加署名者155人）

討

論

向
日
市
の
将
来
を
方
向
づ

け
る
極
め
て
重
要
な
予
算

向
政
21 

西
川
克
巳 

議
員

　

22
年
度
予
算
で
評
価
で
き
る
点

は
、
消
防
・
救
急
で
は
消
防
団
第

３
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新
、

交
通
安
全
で
は
西
向
日
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
対
す
る
補
助
事
業

の
継
続
、
地
域
福
祉
で
は
市
役
所

別
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
高

齢
者
福
祉
で
は
認
知
症
の
方
を
地

域
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
、
児
童
福
祉
で
は
民
間
保

育
所
を
新
た
に
整
備
す
る
た
め
の

経
費
の
計
上
、
私
立
幼
稚
園
の
園

児
教
材
費
や
就
園
奨
励
費
の
補
助

金
増
額
、
学
校
教
育
で
は
学
校
施

設
の
耐
震
化
の
推
進
、
農
業
で
は

農
産
物
の
販
路
を
拡
大
し
、
地
産

地
消
を
推
進
、
道
路
で
は
寺
戸
森

本
幹
線
１
号
、
寺
戸
幹
線
１
号
な

ど
の
幹
線
道
路
整
備
事
業
な
ど
で

あ
る
。

　

今
後
の
課
題
は
収
入
確
保
の
た

は
国
が
負
担
、
４
億
円
は
従
来
の

児
童
手
当
分
と
し
て
国
、
府
、
市
、

事
業
主
が
負
担
し
、
本
市
の
負
担

は
１
億
円
で
あ
る
。
平
成
23
年
度

以
降
の
子
ど
も
手
当
の
本
格
実
施

に
つ
い
て
は
、
全
額
国
が
負
担
し
、

地
方
へ
の
負
担
を
求
め
な
い
こ
と

を
国
に
対
し
強
く
要
望
し
て
も
ら

い
た
い
。

多
く
の
無
駄
使
い
予
算

に
反
対

飛
鳥
井
佳
子 

議
員

　

本
予
算
で
阪
急
西
向
日
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
予
算
、
消
費
生
活

相
談
の
拡
充
は
評
価
す
る
。
し
か

し
、
本
来
あ
る
べ
き
巡
回
バ
ス
の

予
算
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
子
ど

も
の
修
学
旅
行
へ
の
補
助
金
や
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
削
減
さ

れ
た
補
助
金
の
復
活
が
な
い
。
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
明
記
さ
れ

て
い
る
拠
点
施
設
「
女
性
セ
ン

タ
ー
」
が
未
だ
に
で
き
て
い
な
い

の
に
、
何
の
た
め
に
４
２
０
万
円

か
け
て
新
た
な
プ
ラ
ン
を
つ
く
る

の
か
。
児
童
虐
待
防
止
や
自
殺
予

防
対
策
の
予
算
は
、
あ
ま
り
に
少

な
く
残
念
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
側
道

路
へ
の
調
査
業
務
費
の
お
金
が
あ

反 対 め
の
対
策
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
、

行
財
政
改
革
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
歳
出
の
引
き
締
め
を
最
優
先

に
行
う
こ
と
で
あ
る
。

市
民
い
じ
め
の
予
算
に
反
対

　
　
　

共
産
党
議
員
団 松

山
幸
次 

議
員

　

本
予
算
で
市
民
要
望
の
観
点
か

ら
賛
成
で
き
る
も
の
は
、
阪
急
西

向
日
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
補
助
、

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
、
妊
婦

検
診
公
費
助
成
、
私
立
幼
稚
園
児

教
育
助
成
拡
大
、
小
中
学
校
改

築
・
耐
震
化
、
中
小
企
業
融
資
利

子
補
給
・
預
託
、
世
界
平
和
都
市

啓
発
事
業
な
ど
で
あ
る
。

　

予
算
の
反
対
理
由
は
市
民
い
じ

め
の
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

推
進
で
あ
る
。
小
中
学
校
修
学
旅

行
補
助
金
の
廃
止
や
保
育
料
の
連

続
値
上
げ
、
昨
年
12
月
か
ら
は
下

水
道
使
用
料
の
値
上
げ
を
強
行
し

た
。
高
す
ぎ
る
国
保
料
や
介
護
保

険
料
は
引
き
下
げ
を
。
公
立
保
育

所
の
閉
鎖
廃
園
計
画
や
、
大
企
業

主
導
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
税

金
８
億
円
を
投
入
す
る
こ
と
は
賛

成
で
き
な
い
。
一
般
会
計
か
ら
水

道
会
計
へ
の
繰
入
れ
の
復
活
、
府

営
水
道
料
金
の
大
幅
値
下
げ
、
京

都
府
と
結
ん
だ
協
定
見
直
し
を
実

現
し
、
高
す
ぎ
る
水
道
料
金
を
値

下
げ
す
べ
き
だ
。

市
民
福
祉
向
上
の
事
業

を
最
優
先
し
た
予
算

　
　
　

公
明
党
議
員
団

 

冨
安
輝
雄 

議
員

　

市
長
の
市
政
推
進
の
基
本
政
策

か
ら
評
価
で
き
る
主
な
事
業
は
、

災
害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
な
ど
へ
の
避
難

支
援
体
制
の
整
備
、
福
祉
会
館
地

下
駐
車
場
か
ら
会
館
へ
入
る
扉
の

自
動
ド
ア
へ
の
改
修
、
小
中
学
校

の
耐
震
化
事
業
、
プ
ー
ル
改
修
や

防
火
設
備
な
ど
の
小
中
学
校
施
設

整
備
事
業
、
寺
戸
森
本
幹
線
１
号
、

西
国
街
道
、
寺
戸
鶏
冠
井
幹
線
の

整
備
改
良
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
事
務
の
省
力
化
を
図
る
戸
籍
電

算
化
事
業
な
ど
で
あ
る
。

　

子
ど
も
手
当
に
10
億
１
千
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
６
億
円

平
成
22
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
採
決
に
際

し
、
賛
成
討
論
を
２
議
員
、
反
対
討
論
を
３
議
員

が
行
い
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

賛 成

１
月12

日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

19
日　

近
畿
市
議
会
議
長
会
第
３
回

支
部
長
会
議
（
大
阪
市
）

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

27
日　

近
畿
市
議
会
議
長
会
第
３
回

理
事
会
（
泉
大
津
市
）

28
日　

議
会
運
営
委
員
会
視
察

　
　
　
（
～
29
日
、
福
岡
県
大
野
城

市
、
熊
本
県
八
代
市
）

２
月２

日　

京
都
府
市
議
会
議
長
会

（
舞
鶴
市
）

３
日　

乙
訓
市
町
議
会
議
長
会
議
員

研
修
会
（
京
都
市
）

９
日　

全
国
市
議
会
議
長
会

評
議
員
会
（
東
京
）

　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
理
事
会

（
東
京
）

15
日　

ま
ち
づ
く
り
対
策特

別
委
員
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

23
日　

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会

協
議
会
定
期
総
会
（
東
京
）

25
日　

本
会
議

　
　
　

第
１
日　
（
第
１
回
定
例
会
）

	

議
員
全
員
協
議
会

28
日　

京
都
地
方
税
機
構
議
会

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

京
都
地
方
税
機
構
議
会本

会
議

３
月８

日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

本
会
議

　

第
２
日
（
一
般
質
問
）

10
日　

本
会
議

　

第
３
日
（
一
般
質
問
）

11
日　

本
会
議

　

第
４
日
（
一
般
質
問
）

12
日　

厚
生
常
任
委
員
会

16
日　

建
設
環
境
常
任
委
員
会

17
日　

文
教
常
任
委
員
会

18
日　

総
務
常
任
委
員
会

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

本
会
議

24
日　

本
会
議　

最
終
日

25
日　

乙
訓
環
境
衛
生
組
合
議
会

26
日　

乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合議

会

29
日　

乙
訓
消
防
組
合
議
会 

議
会
の
う
ご
き

れ
ば
、
不
況
失
業
時
代
に
苦
し
む

市
民
へ
の
施
策
や
、
は
り
・
灸
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
補
助
制
度
の
復
活

が
で
き
る
。
政
権
が
か
わ
っ
た
の

に
、
補
助
金
を
当
て
に
し
、
Ｊ
Ｒ

東
口
や
北
部
地
域
の
開
発
へ
の
大

借
金
計
画
を
見
直
さ
な
い
。
こ
れ

で
は
市
民
生
活
は
守
れ
な
い
の
で

本
予
算
は
反
対
で
あ
る
。

寄
附
金
の
使
途
を
公
募

に
す
べ
き
だ

野
田
隆
喜 

議
員

　

市
役
所
別
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
は
社
会
福
祉
の
た
め
に
い
た
だ

い
た
寄
付
３
千
万
円
に
一
般
財
源

３
千
万
円
を
加
え
た
計
６
千
万
円

の
事
業
で
あ
る
。
事
業
目
的
と
し

て
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
促
進
が
図
れ
、
誰
も
が
安
心

し
て
安
全
に
市
役
所
を
利
用
で
き

る
よ
う
庁
舎
の
整
備
を
図
る
と
あ

る
が
、
今
は
他
の
社
会
福
祉
の
貢

献
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
。
市
民

に
使
途
に
つ
い
て
公
募
す
べ
き
で

あ
る
。

　

ま
た
、
事
業
の
中
に
は
公
平
・

公
正
・
透
明
性
を
確
保
し
が
た
い

も
の
が
あ
り
、
本
予
算
に
は
反
対

で
あ
る
。

賛 成

反 対

反 対

意　　見　　書

請 願 の 審 議 結 果

請願の処理経過及び結果について（報告）

　12月議会で採択された請願について、３月18日に市長から次のと
おり報告がありました。

○�JR向日町駅の早急なバリアフリーの実現と市民参加のもとに駅舎改
築計画の十分な検討を求める請願

［処理経過及び結果］
　JR向日町駅については、駅舎のバリアフリー化と鉄道による分断を
解消していくための東西自由通路の整備や駅舎の橋上化が最も有効な
整備方法であると判断し計画したもので、原案を公表し、計画段階か
ら市議会をはじめ市民の皆様にご意見をお聞きしてきたところです。
　このような中で、昨年第４回定例会に請願が提出され、採択された
ところであり、このことを重く受け止めるとともに、その整備計画を
見直し、現在の駅構内のバリアフリー化を先行させる方針を固めたも
のです。
　今後のJR向日町駅整備計画については、市民の皆様や市議会のご意
見を踏まえ、駅東口開設のための駅東側地域のアクセス道路整備など
の環境整備に取り組んでまいりたく存じております。

○私立幼稚園保護者負担軽減並びに幼児教育振興助成に関する請願
［処理経過及び結果］
　私立幼稚園の保護者助成に関しましては、厳しい財政状況ではあり
ますが、以前から幼児教育を振興するため、保護者の経済負担の軽減
に努めているところであります。
　本市の施策である私立幼稚園児教材費補助金につきましては、平成
22 年度から、園児一人当たり月額3,400円に引き上げ、年額
40,800円を交付する予定であります。
　国の基準に準じて交付している私立幼稚園就園奨励費補助金につき
ましては、第２子・第３子の就園に配慮された交付基準であり、平成
21年度に補助金額が大きく増額されたところであります。
　私立幼稚園の助成に関しましては、平成21年度から私立幼稚園設備
費補助金を１園当たり30,000円増額して180,000円としたところ
であり、また、市内３園の特別支援教育を推進するため、新たに私立
幼稚園特別支援教育振興補助金として、186万２千円を交付するとこ
ろであります。
　今後におきましても、私立幼稚園の運営支援に努めてまいります。

　

３
月
議
会
で
は
、
議
員

提
出
の
条
例
制
定
議
案
と

し
て
は
18
年
ぶ
り
と
な
る

「
公
契
約
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」
が
熱
心
に
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
が
市
政
を
動
か
す
た
め
、
多
く
の

条
例
案
が
提
出
で
き
る
よ
う
み
ん
な
で
努

力
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
向
日
町
駅
の
工
事
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
優
先
に
変
更
さ
れ
、
市
政
に
「
議

会
の
指
導
性
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

編

集

後

記

５月31日（月）本会議（提出議案等の説明）
６月11日（金）本会議（一般質問）
　　14日（月）本会議（一般質問）
　　15日（火）本会議（予備日）
　　16日（水）厚生常任委員会
　　17日（木）建設環境常任委員会
　　18日（金）文教常任委員会
　　21日（月）総務常任委員会
　　23日（水）本会議（議案等の討論・採決）
会議時間はいずれも午前10時からの予定です。
お問い合わせは議会事務局まで。
議会事務局　9 3 1 － 1 1 1 1（内線 3 1 8）

６月定例会の予定


